
 

太
陽
光
発
電
所
の
設
置
管

理
や
電
力
小
売
事
業
を
手
掛

け
る
Ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
ｐ
（
東
京
）
は

18
日
夜
、
諏
訪
市
霧
ケ
峰
下

に
建
設
を
計
画
す
る
大
規
模

太
陽
光
発
電
所
「
諏
訪
市
四
賀

ソ
ー
ラ
ー
事
業
（
仮
称
）」
の

地
元
説
明
会
を
同
市
内
で
開

き
、
中
村
創
一
郎
社
長
が
事
業

か
ら
撤
退
す
る
意
向
を
表
明

し
た
。
複
数
の
出
席
者
が
明
ら

か
に
し
た
。
電
力
の
買
い
取
り

価
格
の
下
落
や
、
県
の
環
境
影

響
評
価
（
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
）

手
続
き
に
伴
う
着
工
の
遅
れ

な
ど
で
収
益
性
が
見
込
め
な

い
こ
と
か
ら
、
撤
退
を
判
断
し

た
も
よ
う
だ
。 

説
明
会
は
計
画
地
を
保
有

す
る
上
桑
原
牧
野
農
業
協
同

組
合
、
上
桑
原
山
林
組
合
、
上

桑
原
共
有
地
組
合
の
３
組
合

が
主
催
。
諏
訪
市
桑
原
区
公
民

館
と
普
門
寺
公
民
館
の
２
会

場
で
開
き
、
合
計
百
十
数
人
が

参
加
し
た
。 

説
明
会
は
い
ず
れ
も
非
公

開
。
説
明
会
後
、
中
村
社
長
は

報
道
陣
の
問
い
か
け
に
無
言

で
会
場
を
後
に
し
た
。
同
社
の

社
員
は
「
あ
し
た
県
に
報
告
し

ま
す
」
と
語
っ
た
。
複
数
の
出

席
者
に
よ
る
と
、
中
村
社
長
は

撤
退
の
意
向
を
示
し
、
出
席
者

か
ら
異
論
は
出
な
か
っ
た
と

い
う
。
上
桑
原
牧
野
農
協
の
小

松
眞
知
男
組
合
長
（
71
）
は
撤

退
を
受
け
入
れ
る
意
向
を
示

し
た
上
で
、「
組
合
と
し
て
山

を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
語
っ
た
。 

同
事
業
の
実
施
区
域
は
１

９
６
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
こ
の

う
ち
８
８
・
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

約
31
万
枚
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

を
設
置
す
る
。
発
電
出
力
は
国

内
最
大
級
の
約
90
メ
ガ
ワ
ッ

ト
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

発
電
し
た
電
気
を
電
力
会
社

が
一
定
価
格
で
買
い
取
る
こ

と
を
国
が
約
束
す
る
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
）」
を

活
用
し
、
２
０
２
３
年
度
の
売

電
開
始
を
目
指
し
て
い
た
。 

同
社
に
よ
る
と
、
当
初
想

定
し
た
買
い
取
り
価
格
は
１

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
40
円
だ
っ
た

が
、
着
工
の
遅
れ
で
年
々
下
落

し
、
現
在
は
18
円
。
来
年
３
月

ま
で
に
着
工
で
き
な
け
れ
ば
、

14
円
に
ま
で
落
ち
込
む
見
通

し
と
い
う
。
中
村
社
長
は
「
18

円
で
も
事
業
化
し
て
採
算
が

合
う
よ
う
に
し
た
い
」
と
説
明

し
て
い
た
。 

ま
た
、
県
の
環
境
影
響
評
価

手
続
き
へ
の
対
応
な
ど
で
、
当

初
計
画
よ
り
「
３
～
４
年
の
遅

れ
」（
同
社
）
が
生
じ
た
。
諏

訪
、
茅
野
両
市
長
が
６
月
１
日

に
県
知
事
に
提
出
し
た
意
見

に
対
応
す
る
だ
け
で
も
「
少
な

く
と
も
３
年
は
か
か
る
」（
同
）。

さ
ら
に
、
事
業
化
に
は
国
の
環

境
ア
セ
ス
や
林
地
開
発
許
可

申
請
へ
の
対
応
も
必
要
で
、
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。 

四
賀
ソ
ー
ラ
ー
撤
退
の
意
向 

地
元
説
明
会
で
表
明 

ネ
開
発
へ 
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